


















気管支喘息患児の日常管理を行う上で,喘息の症状を客観的に記載評価し,病状経過および

それに影響を与える治療そのほかの管理指導の効果もあわせて評価することが基本的に必

要であるが,従来これを数量化して評点評価する方式については,十分な科学的検討が加え

られていなかった。 


